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Pradesh州政府（51%）と中央政府（49%）の合弁会社である。

　褐炭についてはTamil Nadu州Neyveli
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2. 褐炭の特性

1） 元素分析値

　表に褐炭から瀝青炭まで石炭化度の低い順に、代表

石炭性状分析値を示した。褐炭は元素分析の炭素が70％以

下のものが多く、その分酸素が瀝青炭に比べて高くなって
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■JCOAL活動レポート 

1. はじめに

　モザンビークの石炭開発は1948年に始まり1981年には

60万トンの石炭生産を行っていたが、その後は国内情勢等

によって石炭生産は一時中断されていた。しかしながら、

モザンビークには良質な原料炭が多く賦存していることか

ら、また、世界的な原料炭の逼迫情況もあってモザンビー

ク政府は積極的な石炭開発に大きく舵を切る政策に転じて

いる。現在多くの石炭プロジェクトが進行中で
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■JCOAL活動レポート 
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